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影響要因 影響の大きさ その期間 代替できるか 深刻度
総合評価

①生産工場の被災 大 中 △ 輸入や別工場．代替できないものも 大
②物流の停滞 小 短 △ 日本海ルートなど

③計画停電の影響 大 長 × 夏場は生産半減？ 最大
④復興工事の影響 中 短 × 限定的だが代替不能

⑤職人の出張 中 短 × 短期的だが代替不能

⑥放射性物質の漏えい 大 長 × ５年は共存せざるを得ない？ 最大
⑦消費者マインド 大 短 × ユーザーの「旬」を逃がす心配も 大
⑧キャッシュフロー 大 中 △ とにかく先に資金手当て 大

震災による影響とその大きさ・予測

９
月
ま
で
は
４
月
と
夏
場
を

中
心
に
対
前
年
で
最
大
２
〜

３
割
台
の
減
少
、
10
月
以
降

は
２
〜
３
割
程
度
の
増
加
が

１
つ
の
目
安
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
通
年
で
は
１
万
戸

の
大
台
を
キ
ー
プ
、
減
少
率

で
５
％
前
後
か
。

　

ま
ず
、
影
響
要
因
を
列
挙

す
る
。
資
材
の
価
格
上
昇
リ

ス
ク
に
つ
い
て
は
今
回
は
触

れ
な
い
。

を
受
け
て
い
る
。

　

②
物
流
に
つ
い
て
は
す
で

に
相
当
回
復
し
て
い
る
。
倉

庫
・
在
庫
な
ど
を
含
め
た
流

通
も
３
ヵ
月
た
て
ば
か
な
り

回
復
す
る
だ
ろ
う
。

　

③
計
画
停
電
の
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
。
東
京
電
力
の

３
月
25
日
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

に
よ
る
と
、
夏
季
の
電
力
不

足
は
最
大
で
８
５
０
万
kW
程

度
と
い
う
。
こ
れ
は
北
海
道

電
力
の
全
発
電
設
備
量
・
約

７
４
０
万
kW
を
１
０
０
万
kW

以
上
も
上
回
る
。

　

供
給
量
は
増
え
つ
つ
あ

り
、
５
月
は
い
っ
た
ん
計
画

停
電
が
終
了
。
し
か
し
６
〜

９
月
は
再
び
計
画
停
電
が
必

要
に
な
る
。
10
月
以
降
は
回

復
の
見
込
み
だ
が
、
冬
と
夏

の
ピ
ー
ク
時
の
手
当
て
は
、

来
年
も
メ
ド
が
な
い
。
夏
場

は
工
場
生
産
が
激
減
か
。

　

④
復
興
工
事
の
住
設
建
材

へ
の
影
響
は
限
定
的
と
見
ら

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
空

前
の
物
不
足
に
よ
り
、
住
宅

着
工
に
ど
の
く
ら
い
影
響
が

あ
る
か
を
心
配
す
る
声
が
日

増
し
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

住
設
・
建
材
の
状
況
は

日
々
変
化
し
て
い
る
が
、
戸

建
て
住
宅
着
工
の
動
向
を
ど

う
見
る
か
を
探
っ
て
み
た

い
。

　

先
の
見
通
し
が
立
た
な
い

中
、
あ
え
て
予
測
す
れ
ば
、

①
生
産
工
場
の
被
災

②
物
流
の
停
滞

③
計
画
停
電
の
影
響

④
復
興
工
事
の
影
響

⑤
職
人
の
出
張

⑥
放
射
性
物
質
の
漏
え
い

⑦
消
費
者
マ
イ
ン
ド

⑧
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

　
　
　

＊　
　
　

＊

　

①
生
産
工
場
は
、
一
部
を

除
き
お
お
む
ね
３
ヵ
月
、
６

月
い
っ
ぱ
い
に
は
復
旧
・
回

復
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
重

要
部
分
が
破
壊
さ
れ
た
工
場

は
、
回
復
ま
で
半
年
以
上
か

か
る
見
込
み
。
ガ
ラ
ス
製
品

や
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た

窯
業
建
材
、
石
油
化
学
製
品

の
一
部
工
場
が
深
刻
な
被
害

れ
る
。
遅
く
て
も
５
月
い
っ

ぱ
い
に
は
当
初
の
仮
設
住
宅

向
け
は
終
了
す
る
予
定
だ
。

　

⑤
職
人
が
復
興
工
事
に
出

張
し
て
手
当
て
が
難
し
く
な

る
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
、

そ
の
影
響
は
一
時
的
で
特
定

業
種
に
限
ら
れ
る
と
見
ら
れ

る
。
建
築
板
金
、
電
気
、
水

道
、
大
工
（
東
北
と
道
南
に

限
定
か
）
あ
た
り
が
可
能
性

が
高
い
と
見
ら
れ
る
。

　

⑥
放
射
性
物
質
の
漏
え
い

に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
予

想
も
つ
か
な
い
が
、
あ
る
テ

レ
ビ
番
組
で
研
究
者
が
司
会

者
に
封
じ
込
め
ま
で
に
か
か

る
時
間
を
尋
ね
ら
れ
、
正
常

化
に
は
５
年
程
度
と
答
え
て

い
た
。
今
後
５
年
は
か
か
る

と
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
り
そ

う
だ
。

　

⑦
消
費
者
マ
イ
ン
ド
は
、

徐
々
に
改
善
す
る
だ
ろ
う
。

テ
レ
ビ
報
道
も
自
粛
一
色
か

ら
変
化
の
兆
し
が
あ
る
。
た

だ
、
い
ち
ど
盛
り
上
が
っ
た

家
を
建
て
る
気
持
ち
が
冷
え

て
し
ま
う
心
配
も
あ
る
。
ま

た
、
被
災
地
支
援
に
入
っ
て

い
る
関
係
者
は
当
然
延
期
だ

ろ
う
。

　

最
後
に
⑧
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
だ
が
、
仕
事
が
あ
る
の

に
資
材
が
手
配
で
き
ず
に
工

事
で
き
ず
、
売
上
が
上
が
ら

な
い
と
い
う
状
況
は
起
き
る

と
見
た
ほ
う
が
安
全
。
４
月

着
工
予
定
の
物
件
は
２
ヵ
月

先
延
ば
し
、
が
必
要
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　

＊　
　
　

＊

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え

る
と
、
４
月
の
着
工
は
激

減
。
５
月
後
半
か
ら
６
月
は

正
常
化
す
る
も
７
月
以
降
の

夏
場
は
物
不
足
が
顕
在
化
し

工
事
の
進
行
に
遅
れ
が
目
立

ち
、
新
規
の
着
工
も
停
滞
。

９
月
後
半
か
ら
着
工
が
急
増

し
年
末
へ
、
と
い
う
シ
ナ
リ

オ
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

年
計
�
�
万
戸
維
持

�
月
激
減
�10
月
以
降
回
復

震
災
�
着
工
影
響

ポラテックの北大
路康信常務

グランドワークスの
大倉憲峰代表取締役

ウェアハウザージャ
パンの岩脇徳幸氏

　

昭
和
木
材
㈱
（
本
社
旭
川

市
）
は
３
月
18
日
、
札
幌
市

内
の
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
「
建
築
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
１
」
を
開
催
。

住
宅
建
築
の
合
理
化
や
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
役
立
つ
研
修
を

行
っ
た
。

　

講
演
は
、
ポ
ラ
テ
ッ
ク
㈱

の
北
大
路
康
信
常
務
が
「
首

門
型
構
法
�
�
�
�

合
理
化
�
�
�
�
�
�
�
�

昭
和
木
材
・
建
築
�
�
�
�
�都

圏
の
住
宅
販
売
状
況
と
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
の
戦
略
」
を

話
し
た
。
同
社
の
プ
レ
カ
ッ

ト
事
業
部
で
は
、
月
産
10
万

坪
体
制
を
目
指
し
て
設
備
の

増
強
を
行
っ
て
お
り
、
で
き

う
る
限
り
の
合
理
化
・
省
力

化
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、

海
外
の
人
材
も
積
極
的
に
活

用
し
て
い
る
姿
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

次
に
㈱
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク

ス
の
大
倉
憲
峰
代
表
取
締
役

が
「
門
型
ラ
ー
メ
ン
構
造
の

大
臣
認
定
取
得
」
に
つ
い
て

話
し
た
。
同
社
は
Ｈ
Ｓ
Ｓ
金

物
構
法
と
門
型
ラ
ー
メ
ン
構

法
両
方
で
国
土
交
通
大
臣
の

図
書
省
略
認
定
を
こ
の
ほ
ど

取
得
し
、
通
常
の
１
〜
３
階

建
て
建
築
で
あ
れ
ば
簡
単
な

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す

る
だ
け
で
構
造
計
算
書
の
提

出
は
不
要
と
な
る
。
こ
の
結

果
、
１
棟
あ
た
り
20
万
円
程

度
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
見
込

め
る
と
い
う
。

　

最
後
に
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ザ

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
岩
脇
徳

幸
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
「
Ｔ
Ｊ

Ｉ
と
在
来
工
法
の
マ
ッ
チ
ン

グ
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
た
。

Ｔ
Ｊ
Ｉ
は
在
来
工
法
で
も
合

理
化
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
で

き
る
。
た
と
え
ば
、
24
㎜
の

床
合
板
を
使
っ
た
ネ
タ
レ
ス

工
法
の
代
わ
り
に
Ｔ
Ｊ
Ｉ
＋

12
㎜
合
板
で
同
等
以
上
の
強

度
を
持
っ
た
床
組
み
を
作
る

こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
。
ま

た
、
Ｔ
Ｊ
Ｉ
を
使
う
と
床
伏

図
が
単
純
化
さ
れ
る
た
め
設

計
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
に
も
役

立
つ
。

工
事
減
少
�
単

価
下
落
�
圧
迫

　

昨
年
暮
れ
か
ら
断
熱
材

不
足
が
社
会
問
題
に
も
な

る
一
方
で
、
業
界
存
亡
の

危
機
が
始
ま
っ
た
と
も
い

わ
れ
る
の
が
ブ
ロ
ー
イ
ン

グ
断
熱
工
事
業
界
だ
。

　

住
宅
着
工
が
減
っ
た
こ

と
で
工
事
量
が
大
幅
に
減

少
。
石
油
高
騰
の
影
響
な

ど
で
原
材
料
価
格
の
上
昇

は
続
い
て
い
る
の
に
、
受

注
単
価
は
下
落
。
こ
れ
に

予
想
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

一
般
的
に
あ
る
業
界
・

商
品
で
価
格
競
争
が
始
ま

る
と
、
多
く
は
つ
ぶ
し
合

い
と
い
う
結
果
に
至
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
先
に
あ
る

の
は
生
き
残
っ
た
業
者
に

よ
る
市
場
の
支
配
だ
。
日

本
で
も
こ
の
シ
ナ
リ
オ
を

利
用
し
て
市
場
支
配
を
し

た
例
は
多
い
。
大
手
企
業

が
低
価
格
商
品
で
中
小
を

つ
ぶ
し
に
い
き
、
そ
の
後

価
格
を
上
げ
る
と
い
う
や

り
方
は
我
々
も
よ
く
知
っ

�
�
�
�
�
�
�
�
値
戻
�
�

　

こ
ん
な
屁
理
屈
を
書
い
た

の
も
、
実
は
ブ
ロ
ー
イ
ン
グ

工
事
の
価
格
を
上
げ
る
と
い

う
決
断
を
実
行
し
始
め
た
会

社
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
「
価
格
を
１
割
上
げ
れ
ば

１
割
の
客
が
減
る
」。
ア
メ

リ
カ
の
住
宅
業
界
で
は
そ
う

い
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
も

の
の
価
格
と
は
本
来
そ
う
い

う
性
質
な
の
で
、
も
っ
と
も

実
行
し
た
い
け
ど
も
っ
と
も

実
行
し
た
く
な
い
ア
ク
シ
ョ

ン
で
も
あ
る
。

　

値
上
げ
（
こ
の
企
業
は

『
値
戻
し
』
と
い
う
表
現
を

使
っ
て
い
る
）
が
成
功
す
る

か
ど
う
か
は
、
第
３
の
シ
ナ

リ
オ
に
な
れ
る
か
ど
う
か
が

焦
点
だ
ろ
う
。

　

こ
の
会
社
は
２
０
０
㎜
厚

で
㎡
あ
た
り
１
２
０
０
円
と

い
う
価
格
を
打
ち
出
し
て
い

る
と
い
う
。
住
宅
会
社
に
と

っ
て
は
、
同
じ
商
品
な
ら
安

い
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
工
事
単
価
と
現

場
利
益
だ
け
を
見
た
ら
、
出

て
く
る
答
え
は
決
ま
っ
て
い

る
。
大
切
な
の
は
『
こ
の
価

格
な
ら
信
頼
で
き
る
工
事
が

元
請
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
よ

う
に
な
る
と
思
う
。

　

①
予
想
さ
れ
る
原
材
料
価

格
の
上
昇
に
ど
れ
だ
け
耐
え

ら
れ
る
か
。
ブ
ロ
ー
イ
ン
グ

原
綿
は
も
と
も
と
は
成
型
品

の
端
材
を
使
っ
て
い
た
が
、

最
近
は
バ
ー
ジ
ン
材
を
使
う

ケ
ー
ス
が
増
え
、
グ
ラ
ス
ウ

ー
ル
価
格
の
上
昇
を
も
ろ
に

受
け
る
傾
向
に
あ
る
。

　

②
施
工
技
能
者
の
確
保
と

教
育
を
継
続
的
に
実
施
で
き

る
か
。
こ
の
問
題
は
業
界
問

わ
ず
に
大
き
な
経
営
上
の
リ

ス
ク
に
な
り
か
ね
な
い
深
刻

な
問
題
だ
。
た
だ
、
収
益
性

を
重
視
す
れ
ば
教
育
費
用
は

生
み
出
し
に
く
い
面
も
あ

る
。
結
局
、
会
社
の
姿
勢
と

し
て
重
視
し
て
い
る
も
の
は

何
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ

れ
て
く
る
。

ブローイング業界は今、大きな岐
路に立たされている（写真はイメ
ージです）

荒
波
襲
�
�
�
�
�
�
�
業
界

業
者
い
な
く
な
る
前
触
れ
？

編集長の目

は
、
独
占
さ
れ
た
市
場
の
調

整
シ
ナ
リ
オ
で
も
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ
が
成

り
立
つ
に
は
、
市
場
が
完
全

に
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

で
は
第
３
の
シ
ナ
リ
オ

よ
っ
て
事
業
性
が
低
下
し
て

い
る
。
先
月
は
老
舗
の
ブ
ロ

ー
イ
ン
グ
工
事
業
者
が
道
内

大
手
工
事
業
者
に
営
業
権
を

譲
渡
。
先
々
月
は
札
幌
市
内

で
１
社
が
経
営
破
綻
し
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
ど
う

な
る
か
。
①
体
力
勝
負
と
な

り
、
業
者
数
が
極
端
に
減
っ

た
と
こ
ろ
で
価
格
が
上
昇
す

る
②
別
の
断
熱
工
法
に
置
き

換
わ
っ
て
ブ
ロ
ー
イ
ン
グ
工

事
自
体
が
な
く
な
る
③
第
３

の
シ
ナ
リ
オ―

が
予
想
さ

れ
る
。 

て
い
る
。
つ
ま
り
悪
用
さ
れ

や
す
い
シ
ナ
リ
オ
な
の
だ
。

　

第
２
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
市

場
支
配
が
進
む
と
、
妥
当
な

価
格
で
販
売
さ
れ
る
別
の
商

品
を
選
ぶ
メ
リ
ッ
ト
が
高
ま

る
。
市
場
を
独
占
し
た
業
者

の
行
き
過
ぎ
た
価
格
支
配
に

よ
り
、
違
う
商
品
が
生
ま
れ

る
余
地
が
出
て
く
る
わ
け

だ
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
世
界
で
我
々
が
目
に
し

て
い
る
。
第
２
の
シ
ナ
リ
オ

は
、
何
か
。
良
識
あ
る
妥
協

点
で
、
商
品
の
価
格
と
サ
ー

ビ
ス
内
容
が
決
ま
る
と
い
う

シ
ナ
リ
オ
だ
。
し
か
し
、
危

機
が
実
際
に
起
き
る
前
に
こ

の
シ
ナ
リ
オ
に
移
行
す
る
に

は
、
売
り
手
・
買
い
手
と
も

に
先
を
予
見
す
る
力
と
、
決

断
力
が
求
め
ら
れ
る
。
な
か

な
か
に
難
し
い
シ
ナ
リ
オ
な

の
だ
。

将
来
に
わ
た
っ
て
で
き
る
』

と
い
う
元
請
側
と
工
事
店
側

の
合
意
を
形
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ

て
く
る
。 


